
ページ 1 / 4  |  Creo 11 による高速化の実現

>>> CREO 8 から CREO 11 への高速化

Creo は製品のイノベーションを促進し、より質の高い製品をスピーディーに作り上げる 3D CAD ソリューションです。Creo は習得が簡単であり、モデ
ルベースアプローチにより、製品設計の初期段階から製造とその後工程までシームレスに対応できます。Creo では、強力な実証済みの機能が、ジェネ
レーティブデザイン、リアルタイムシミュレーション、高度な製造、IIoT、拡張現実などの新しいテクノロジーと組み合わされているため、反復処理の
迅速な実施、コスト削減、製品品質の改善などが可能になります。また、Creo は SaaS としても利用でき、革新的なクラウドベースのツールが提供さ
れるため、リアルタイムコラボレーションや合理化されたライセンス管理および配布が可能になります。変化が速い製品開発の分野で、競争優位と市
場シェアを獲得するために必要な変革ツールを提供できるのは Creo だけです。

>>> CREO の強み： 

短期間でベストな設計を実現。最新リリースにアップグレードして、強化されたコアモデリング機能、生産性向
上、そして信頼できるソフトウェアに求められる画期的な機能を体験してください。PTC は毎年、お客様の業
務の簡素化と高速化を図っています。新機能を利用して、

CREO 11 では以下の機能を提供しています
ユーザビリティと生産性の改善。PTC と Creo は毎年、お客様の業務の簡素化
と迅速化を実現しています。Creo 11 も例外ではなく、板金部品のマルチボディ
デザイン、改善されたスポット溶接、簡単なサーフェス選択、優れたモデリン
グツールをサポートしています。

強化された複合設計機能。遷移、積層断面、ドレーピングシミュレーションの
拡張された機能を活用しています。ゾーンベースの設計でプライを自動的に作
成します。トップクラスのレーザー投影フォーマットを通じて複合素材製品の
品質を高めます。

電動化設計の拡張。Creo 11 は、ケーブルツリーの強化や位置を除去する機能な
ど、ケーブリング用に改善されたツールを備えています。コンテキストデータ
の向上した可視性により、ECAD のさまざまなレイヤーの表示を柔軟に制御で
きます。

拡張された MBD 機能。Creo 11 は、高性能なモデルベース定義 (MBD) ツール
により明確な設計を少ない労力で実現します。テーブル、継承モデルでのセマ
ンティッククエリー、GD&T Advisor の最新の機能強化をお試しください。

シミュレーションと最適化の拡張。シミュレーション主導の強化された設計
ツールで製品を改良します。ソリッドと液体流量の組み合わせの熱伝達を正確
に予測します。非定常構造シミュレーション（時間依存境界条件）のサポート
を受けることができます。ジェネレーティブデザインの強化により設計を迅速
に最適化します。

幅広い切削加工と付加製造。高品質で製造可能な製品を簡単に提供できます。
最新の付加製造により複雑な格子を簡単に製造できます。除去製造では、高速
ミリングが 4 軸ロータリー荒削りと仕上げのツールパスをサポートするように
なりました。

高速化を実現します。 

デモをリクエスト

https://www.facebook.com/ptc.creo/
https://www.linkedin.com/showcase/ptc-creo
https://www.youtube.com/creotv
https://www.ptc.com/ja/products/creo
https://twitter.com/PTC_Creo
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CREO 10 では以下の機能を提供しています

新しい複合設計機能。Creo に新しい専用の複合設計機能と製造環境を導入して
います。幅広い一連の機能が提供されているため、個々のプライレイアップ、
プライセクション、遷移、プライ順序を定義できるほか、結果のソリッドジオ
メトリや内部モールドライン (IML) キルトを作成することもできます。構造を最
適化して、強力でありながら軽量な結果が得られます。

ユーザビリティと生産性の改善。モデルツリーの管理が改善されているほか、
モデリングツールが、スケッチャー、穴とパターン、マルチボディ分割/トリ
ム、ワープおよびフリースタイルサーフェスなどで機能強化されています。

人間工学に基づく設計の拡張。Creo に追加された最新機能により、ユーザー
の可動域、視野、独自性を安全かつ効率的な方法で考慮に入れることができま
す。視野機能により反射解析を実行でき、マネキンが複数のリーチ領域をサ
ポートできるようになりました。

電動化設計の拡張。多くの業界で電動化への取り組みが重要になっています。
Creo では、ケーブルとハーネスを設計するための設計ツールを改善すること
により、配線ハーネスの作成と管理を支援しています。ケーブリング用の分割
/マージハーネスツール、アプリケーション中心の新しい管理ツリー、新しい 
ECAD 機能についてご確認ください。

簡素化されたモデルベース定義 (MBD) とデジタルスレッド。関連するシンボル、
EZ Tolerance、GD&T Advisor の最新の機能強化をお試しください。

幅広い切削加工機能と付加製造機能。最新の付加製造機能を使用して、ビーム
ベースの新しい格子タイプを作成したり、IWP セル格子の作成をサポートする
ことができます。切削加工では、高速ミリングがウォールとフロアの両方の 5 
軸仕上げのバレルツールをサポートするようになりました。

シミュレーションと最適化の拡張。Creo Ansys Simulation Advanced が Creo 
シミュレーション製品に新たに加わりました。非線形材料、非線形接触、熱解
析と構造解析の統合のために新機能が導入されています。平面対称および回転
対称の拘束条件によりジェネレーティブデザインが改善されています。

デモをリクエスト

https://www.facebook.com/ptc.creo/
https://www.linkedin.com/showcase/ptc-creo
https://www.youtube.com/creotv
https://www.ptc.com/ja/products/creo
https://twitter.com/PTC_Creo
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ユーザビリティと生産性の改善。モデルツリー管理はかつてないほど簡素
化されており、サーフェス分割機能により解析が簡略化され、MBD 機能
が強化されます。スケッチャー、マルチボディ、および ECAD も今まで以
上に改良されています。シンプルで強力なフリースタイルブラシにより、
有機的ジオメトリ形状の比類ない造形が可能になります。

より簡単なモデルベース定義 (MBD) と詳細図面。表面仕上げシンボルの
作成、配置、編集のための直感的なワークフローが、最新の ASME および 
ISO 標準に準拠したセマンテック表面仕上げアノテーションとともに提供
されます。新しい図面ハッチングパターンにより、詳細図面もさらに簡単
になりました。 

シミュレーション機能とジェネレーティブ機能の強化。Creo Simulation 
Live を使用して、構造解析と熱解析を同時に行い、ジャイロイド機能と
格子機能を流体解析に含めることができるようになりました。ジェネレー
ティブデザインを使用して、製品を指定された安全係数で設計できるほ
か、固有値解析も可能です。

人間工学に基づく設計の拡張。あなたの製品を使うユーザーは、一様で
はありません。カスタムマネキンを作成してライブラリに保存し、思い
通りに操作できるようになりました。革新的な視野機能では、設計が
ユーザーの視野に与える影響がわかります。

CREO 9 では以下の機能を提供しています

幅広い切削加工機能と付加製造機能。5 軸 測地線加工 仕上げツールパス
によって切削表面仕上げを改善します。また、付加製造で、オープンキ
ルトスキンの格子を作成できるようになりました。

デモをリクエスト

https://www.facebook.com/ptc.creo/
https://www.linkedin.com/showcase/ptc-creo
https://www.youtube.com/creotv
https://www.ptc.com/ja/products/creo
https://twitter.com/PTC_Creo
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ユーザビリティと生産性の改善。改良されたツールを利用して、モデ
ルの構造や分離不可能アセンブリを文書化および視覚化できます。穴
作成機能も強化されています。

より簡単なモデルベース定義 (MBD) と詳細図面。 
最新のシンボルインタフェースにより、モデルベース定義のワーク
フローが簡略化されます。GD&T Advisor がアセンブリを的確にサ
ポートします。 

付加製造および除去製造機能の拡充。シミュレーションによる格
子設計を使用すると、格子に手動で変動性を追加するプロセスを
排除できます。Creo は、切削加工用に 5 軸高速ミリングをサポー
トしています。 

*ご注意ください：ANSYS の技術を搭載する製品では、リミックスおよびリスタックは対象外になります。

最適化とシミュレーションの拡張。Creo Generative Design を使
用すると、自動エンベロープにより最適化設定が容易になるほか、
鋳造設計のサポートも拡張されます。Creo Simulation Live に定
常状態の流体解析がサポートされました。*

CREO 8 では以下の機能を提供しています
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最新のプラットフォームサポートとシステム要件については、PTC サポートページをご覧ください。

デモをリクエスト

https://www.facebook.com/ptc.creo/
https://www.linkedin.com/showcase/ptc-creo
https://www.youtube.com/creotv
https://www.ptc.com/ja/products/creo
https://twitter.com/PTC_Creo
https://www.ptc.com/ja/support?msg=1
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